
ククリリススママスス・・ススペペシシャャルルナナイイトト「「オオーーロロララののひひかかりりにに

包包ままれれてて」」チチケケッットト発発売売中中
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��星星空空ガガイイドド（（１１１１‐‐１１２２月月））

��科科学学館館所所蔵蔵「「パパーーソソナナルルココンンピピュューータタ」」大大公公開開！！

��天天文文のの話話題題「「世世界界のの星星座座早早見見盤盤」」

��国国際際光光年年特特集集「「ささままざざままなな波波長長のの光光ををととららええるる望望遠遠鏡鏡」」

��ジジュュニニアア科科学学ククララブブ「「秋秋のの星星座座をを探探そそうう」」

��展展示示場場へへ行行ここうう「「科科学学館館のの時時計計ああれれここれれ」」

��化化学学ののここばばななしし「「ささよよななららビビニニーールル袋袋」」

		学学芸芸員員のの研研究究発発表表ななどど



学学芸芸員員のの活活動動（（齋齋藤藤館館長長))

��科科学学館館アアルルババムム（（９９月月））

��イインンフフォォメメーーシショョンン

友友のの会会

��企企画画展展「「光光ととああかかりり」」開開催催中中
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１１月１６日～１２月１５日の星空

※惑星は２０１５年１２月１日の位置です。

よいの星空
１１月１６日２２時頃

１２月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１１月１６日 ４時頃

１２月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１１ １６ ６：３１ １６：５３ １０：０８ ２０：４５ ４.４

２１ ６：３６ １６：５０ １３：４２ ０：５３ ９.４

２６ ６：４１ １６：４８ １７：２４ ６：３０ １４.４

１２ １ ６：４６ １６：４７ ２２：０８ １０：５４ １９.４

６ ６：５０ １６：４７ １：４４ １３：４２ ２４.４

１１ ６：５４ １６：４７ ６：１７ １６：５３ ２９.４

１５ ６：５７ １６：４８ ９：４０ ２０：３９ ３.７

星空ガイド
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１１月２６日のアルデバラン食

おうし座の一等星アルデバランが、月

にかくされる「アルデバラン食」が見られ

ます。注意点としては観察場所。月から

アルデバランが出現するのが見物です

が、高度がわずか６度！ 東が開けて

いる場所で見ましょう。科学館からは無

理です。

観察そのものはかんたんで、双眼鏡

で月を見ればよいのです。１７時５７分

ころから月の右上角（うさぎの上の耳の

上くらい）を見ていると、１７時５９分すぎ

にアルデバランがチラリと見えてきます。その後、だんだん月から離れていきます。本

当は月が移動しているのですけどね。図はステラナビゲータのシミュレーションです。

１２月１４～１５日ふたご座流星群

ふたご座流星群が１２月１５日深夜１時ごろに極大となります。月はそれほど明るく

なく、しかも２１時には沈むので、月明かりに邪魔されず、存分に流れ星を観察できま

す。

観察は、肉眼で行うのが一番でしょう。時間は一晩中ＯＫ。シートを地べたにしく

か、寝椅子のようなものにねころがって、空をのんびり見ていると、数分～１０分に一

個以上の流れ星が観察できます。時には数個がパパッと流れたり、にぎやかです。

寒い時期ですので、寒さに気をつけなければいけません。特に背中が冷えるので

ダウンや寝袋を利用するのもいいでしょう。また、寝転がると人間無防備なので、自

動車の出入りや犯罪の危険性がありそうなところはＮＧです。家からがいちばんです。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１１ １８ 水 水星が外合

１９ 木 上弦（１５時）

２１ 土 火星が遠日点通過

２３ 月 勤労感謝の日

２４ 火 月が最近（３６２８１７km）

２６ 木 ○満月（８時）

アルデバラン食（１７ : ５９出）

３０ 月 土星が合

月 日 曜 主な天文現象など

１２ ３ 木 下弦（１７時）

４ 金 明け方に月と木星がならぶ

６ 日 月が最遠（４０４８００km）

明け方に月と火星がならぶ

８ 火 明け方に月と金星が接近

１１ 金 ●新月（１９時）

１５ 火 ふたご座流星群極大（１時）

渡部 義弥（学芸員）

星空ガイド
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科学館所蔵「パーソナルコンピュータ」大公開！

西野 藍子（天文担当学芸員）

はじめに

パーソナルコンピュータ、略してパソコンは、現代の私たちにとって大変身近なもの

です。今では、おそらく全く使ったことがないという人の方が珍しいのではないでしょう

か。そして、最初にさわったパソコンとか、買いたいけれど高くて買えなかったパソコン

など、誰しも思い出深いパソコンの１台や２台あるかもしれません。

当館展示場にも、パソコンがいくつか展示してあります。３階サイエンスショー・コー

ナーの奥にはアップルコンピュータ社から発売された歴代のアップルマシンが、また、

１階「家庭の電力消費とエネルギー」コーナーには、古いパソコンがいくつか展示して

あります。これまであまりじっくり見たことなかったな、という方はこの機会にぜひ、ご覧

になってくださいね。

そして当館では、展示しているパソコン以外にも数多くの古いパソコンを所蔵してい

ます。

私自身も知らなかったものが多数ありますが、せっかくの貴重な資料ですので、こ

こで一挙公開していきましょう！そして、当館所蔵のパソコンをご紹介しながら、初期

のころのパソコンの歴史を振り返ってみることにしましょう。

①ＴＫ‐８５ － ワンボードマイコンの時代 －

右ページ上の写真３に写っているのは何やらむき出しになった１枚の基板（ボー

ド）。実はこれもれっきとしたコンピュータの一つで、TK-８５とよばれるワンボードマイコ

ンです。現在、展示はしておらず、当館で貴重な資料として所蔵しています。

写真１：歴代のアップルコンピュータ
３Ｆサイエンスショー・コーナー奥

写真２：昔なつかしの家電製品
１Ｆ家庭の電力消費とエネルギーコーナー

今月のメイン

４



１９６０年代には、コンピュータはすでに存在して

いましたが、大型でかつ高価なものだったため、

一般家庭で所有できるようなものではありません

でした。ところが、１９７１年に世界初の４ビット・マ

イクロプロセッサ４００４が発表され、さらに１９７２

年にインテル社から８ビット・マイクロプロセッサ

８０８０が発表されると、コンピュータの小型化、お

よび低価格化が実現できるようになりました。

そして１９７５年に、８０８０を用いたコンピュータ

キットＡｌｔａｉｒ８８００（アルテア・はちはちまるまる）

がアメリカＭＩＴＳ社より発売され、日本では１９７６

年に８０８０互換のμＰＤ８０８０Ａを用いたワンボー

ドマイコンＴＫ-８０が発売されました。ＴＫとはＴｒａｉ-

ｎｉｎｇ Ｋｉｔの略で、マイクロコンピュータがどういった

ものか、実際に組み立てて理解してもらうことを目的に販売されました。もともとは技

術者向けのキットだったようですが、価格が８８,５００円と当時のコンピュータとしては

破格の値段だったため、一部のマニアユーザに予想以上に広がり、パソコンブームの

先駆けとなりました。当館に所蔵しているＴＫ-８５は、このＴＫ-８０のバージョンアップ

製品として発売されたものです。搭載メモリは何と１ＫＢ、今では考えられない数字で

すね。・・果たしてこのマイコン、動くのでしょうか？動かないのでしょうか？恥ずかしな

がら私、ワンボードマイコンなるものを今回初めて見たもので、今のところ使い方がイマ

イチよくわかりません・・・。ご存知の方、ぜひ教えてください！

②ＰＣ‐８００１ － パーソナル・コンピュータの元祖たち －

右写真は１階「家庭の電力消費とエネルギー」

コーナーに展示しているＰＣ-８００１で、１９７９年

に発売されたNEC初のパーソナルコンピュータで

す。そして、この頃からＰＣ（パーソナルコンピュー

タ）という言葉が使われ始めたようです。

キーボード付きの本体で、オプションとしてＣＲＴ

ディスプレイやプリンタ、カセットテープレコーダなど

が付加できるタイプのパソコンです。

このマシンには、マイクロソフト社のＢＡＳＩＣがＲＯ

Ｍに書き込まれており、初心者でも簡単にプログ

ラムが組めるということで多くのパソコンユーザを

育てたマシンでもありました。

発売年 １９８０年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ８０８５Ａ

（２.４５７６ＭＨｚ）

メモリ １ＫＢ

発売年 １９７９年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ７８０C-１

（４ＭＨｚ：Z８０互換）

メモリ １６ＫＢ

写真３：ＴＫ-８５

写真４：ＮＥＣ ＰＣ-８００１

今月のメイン
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こうして１９７０年代の終わりごろになると、ディスプレイやプリンタなどの周辺機器を

組み込めるようにした一体型のパソコンが数多く登場します。同時期に発売されたパ

ソコンとして、アップルコンピュータ社のＡｐｐｌｅⅡやシャープのＭＺ-８０Ｋなどがあり、

ＰＣ-８００１とともに人気を誇っていました。

当館では、ＡｐｐｌｅⅡの拡張版で１９８３年に発売されたＡｐｐｌｅⅡeやＡｐｐｌｅⅡｃが

３階に、ＭＺ-８０Ｋの後継機で１９８１年に発売されたＭＺ-８０Ｂが１階に、それぞれ

展示しています。

③ＰＣ-６００１ － 初期のホビーマシン －

１９８０年代初頭に数多く発売されたパソコンは、大きく分けてビジネス用マシンと家

庭用のホビーマシンがありました。当館では、当時のホビーマシンの代表とも言えるＰ

Ｃ-６００１を所蔵しています。こちらは、ＮＥＣが１９８１年に発売したパソコンで、当時

パピコンの愛称で親しまれていました。

先日、嘉数学芸員が久しぶりにこのパソコンの

電源を入れてみたところ、何と！動くことがわかり

ました。早速学芸員ツイッター（＠ｇａｋｕｇｅｉ_ｏｓｍ）

でそのことをつぶやいたら、何と、３００件ほどのリ

ツイート！・・・やはり多くの方にとって、思い入れ

のある機種だったということでしょうか。

発売年 １９８１年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ７８０C-１

（４ＭＨｚ：Z８０Ａ互換）

メモリ １６ＫＢ（最大３２KB）

写真５：ＡｐｐｌｅⅡｅ
３Ｆサイエンスショー・コーナー奥

写真６：ＭＺ-８０Ｂ
１Ｆ家庭の電力消費とエネルギーコーナー

●ＰＣ-６００１

写真７：嘉数学芸員のツイート
リツイート数がえらいことに…！

今月のメイン
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☆ＰＣ-６００１実演会☆

話は少々脱線しますが、せっかくＰＣ-６００１が

動くとわかったので、何かプログラムを走らせてみ

たい！と思い、ＢＡＳＩＣプログラムを少し勉強して

みました。取扱説明書や教本なども保管されてお

り、サンプルプログラムがいくつか載っていました。

（右上はプログラムの例です。さて、動かすと一体

何が起こるでしょう？）

そして、９月の友の会例会でＰＣ-６００１を動か

してみたり、また、展示場でお客様に向けてミニ実

演会などを行いました。よく知っている世代の方

は、「懐かしい～！」と喜んでくれますし、知らない

世代の方は、「昔のパソコンってこんなんやったん

や～」という新鮮な感動を持ってくれました。

④ＰＣ-８８００シリーズ － ８ビット御三家その１ －

１９８０年代初頭のパソコンの多くは８ビット・マイクロプロセッサを搭載した、いわゆる

８ビットパソコンです。中でも高機能な８ビットマシンとしてＮＥＣのＰＣ-８８００シリーズ、

富士通のＦＭシリーズ、シャープのＸ１シリーズが発売され、この３社が市場の中心と

なって、のちに８ビット御三家とよばれるようになります。

ＰＣ-８８００シリーズは、１９８１年にＰＣ-８００１の上位機種として初代ＰＣ-８８０１

が発売され、以降全部で１７機種が販売された８ビットパソコンのベストセラーシリーズ

です。もとはビジネス向けに作られたマシンでした

が、９８シリーズ（後述）の登場で徐々にホビーマ

シンへ移行し、１９８５年に発売されたＰＣ-８８０１

ｍｋⅡＳＲにより、その位置づけが決定的となりまし

た。当館 で は、初 代ＰＣ-８８０１、お よ び、ＰＣ-

８８０１ｍｋⅡＳＲを所蔵しています。

ＰＣ-８８０１には、ＰＣ８００１内蔵のＮ-ＢＡＳＩＣ

を大幅に機能拡張したＮ８８-ＢＡＳＩＣが搭載され

ていました。しかしＰＣ-８００１との互換性を保つた

め、Ｎ-ＢＡＳＩＣ用のＲＯＭが搭載されていたので、

ＰＣ-８００１用のプログラムも動作させることも可

能だったようです。

ＰＣ-８８０１ｍｋⅡＳＲは、グラフィック描画の大

幅な高速化と、ＦＭ音源の搭載によるサウンドの

■ＢＡＳＩＣプログラム例

１０ｐｌａｙ“ｃｄｅ２ｃｄｅ２ｇｅｄｃｄｅｄ２”

２０ｐｌａｙ“ｃｄｅ２ｃｄｅ２ｇｅｄｃｄｅｃ２”

３０ｐｌａｙ“ｇｇｅｇａａｇ２ｅｅｄｄｃ２”

発売年 １９８１年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ７８０C-１

（４ＭＨｚ：Z８０Ａ互換）

メモリ ６４ＫＢ

写真８：展示場での実演のようす
知らない世代にも新鮮な驚きが。

写真９：初代ＰＣ-８８０１

今月のメイン
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強化などで、強力

なゲームマシンと

して人気を博した

ようです。本体に

は、５インチのフロ

ッピーディスクドラ

イブが最大２基内

蔵できるようにな

っていました。

⑤FMシリーズ － ８ビット御三家その２ －

８ビット御三家の１社、富士通が最初に発売した８ビットパソコンは、１９８１年のＦＵ-

ＪＩＴＳＵ ＭＩＣＲＯ ８（以下ＦＭ８）です。当館では、FM８の廉価版で１９８２年に発売さ

れたＦＭ７、および、ＦＭ７の上位機種で１９８６年に発売されたＦＭ７７ＡＶ４０を所蔵

しています。

ＦＭ７は、ＦＭ８の機能を絞り込み小型化と大幅な低価格化を図ったモデルで、豊

富なサウンド機能と多彩なソフトウェアにより、ホビーマシンとして当時ベストセラーに

なりました。

その後１９８４年に、ＦＭ７の上位機種であるＦＭ７７が登場します。この機種以降、

高解像度グラフィックスと日本語表示を重視したＦＭ７７ＡＶシリーズが次々に発売さ

れました。初代のＦＭ７７ＡＶは４,０９６色同時表示のグラフィックが特徴でしたが、ＦＭ

７/７７との互換性のため、それほどＦＭ７７ＡＶ専用のソフトウェアは発売されなかった

ようです。当館所蔵のＦＭ７７ＡＶ４０では、２６万色同時表示が可能になり、メモリ容

量は１９２ＫＢ、ディスクドライブは２基内蔵されています。

発売年 １９８５年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ７８０C-１

（４ＭＨｚ：Z８０Ａ互換）

メモリ ６４ＫＢ

発売年 １９８２年

メーカー 富士通

ＣＰＵ
ＭＢＬ６８Ｂ０９

（８/４.９ＭＨｚ）

メモリ ６４ＫＢ

発売年 １９８６年

メーカー 富士通

ＣＰＵ
ＭＢＬ６８Ｂ０９Ｅ

（２ＭＨｚ）

メモリ １９２ＫＢ（最大４４８ＫＢ）

←キーボードは１世代前の
ＰＣ-８８０１ｍｋⅡ。

写真１０：ＰＣ-８８０１ｍｋⅡＳＲ

写真１１：ＦＩＪＩＴＳＵ ＭＩＣＲＯ７（ＦＭ７） 写真１２：ＦＭ７７ＡＶ４０

今月のメイン
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⑥ＰＣ-９８０１ － １６ビットパソコンの台頭 －

１９８１年には、ＩＢＭ社から１６ビット・マイクロプロセッサ８０８８を搭載したＩＢＭ ＰＣが

発売されます。そして、アップルコンピュータ社からは１９８３年にＬｉｓａ、１９８４年には

Ｍａｃｉｎｔｏｓｈが発売され、１６ビットパソコンは１９８０年代から徐々に登場していきまし

た。

そして１９８２年、ＮＥＣから１６ビットパソコン、ＰＣ-９８０１が発売されます。以降、

ＰＣ-９８０１シリーズは、１９８０年代半ばから１０年近く日本のパソコン市場において

圧倒的なシェアを獲得していきます。ＰＣ-９８０１シリーズでは、数多くの製品が登場

していきますが、やがて機能強化とともに、ラップトップ型とノート型に枝分かれしていく

ことになります。

当館にはＰＣ-９８０１シリーズのうち、初代のＰＣ-９８０１、および、１９８９年に発売

されたノート型のＰＣ-９８０１Ｎ（愛称９８ＮＯＴＥ）を所蔵しています。

おわりに

今回は、当館所蔵の初期のパソコンを多数ご紹介してきました。私自身は、残念

ながら、高校生や大学生の頃までほとんどパソコンに触れることなく過ごしたため、

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５やｉＭａｃマシン以降しか知りません。まだまだ勉強不足ですが、当館所

蔵の古いパソコンの中には、今でも動作可能なものがありそうです。今後こうした歴代

のパソコンについて、さらに資料調査を行い、またみなさまにご報告する機会をいただ

ければと思っています。

参考：ホームページ「コンピュータ博物館」 ｈｔｔｐ：／／ｍｕｓｅｕｍ.ｉｐｓｊ.ｏｒ.ｊｐ／ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ

：月刊アスキー２００６年８月号「パソコン３０周年」

発売年 １９８２年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ８０８６

（５ＭＨｚ：８０８６互換）

メモリ １２８ＫＢ

発売年 １９８９年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
Ｖ３０

（１０/８ＭＨｚ）

メモリ ６４０ＫＢ

写真１３：ＰＣ-９８０１ 写真１４：ＰＣ-９８０１Ｎ

今月のメイン
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世界の星座早見盤

嘉数 次人（主任学芸員）

天体観察の便利グッズといえば、星座早見盤。観察したい日時の夜空にどんな星

が見えるのかを簡単に知ることができる優れモノですね。

先日、天文関係者の研究会に参加したとき、友人が「国際会議でポーランドに行

った時に買ってきた」と言って、ポーランド製の星座早見盤を見せてくれました。する

と、周囲にいた人たちから、「私もいろいろ集めてますよ」、「海外へ行ったら必ず探し

ます」という話が聞こえてきてビックリ。そういえば海外みやげの星座早見盤を科学館

に寄贈してもらうことがありますし、筆者も海外へ行くと本屋などで星座早見盤を探し

ます。どうやら、天文関係者の中には海外の星座早見盤を集めて楽しんでいる人が

多いようです。そこで、科学館や筆者の手元にある海外の星座早見盤のいくつかを

見ながら、楽しみ方をご紹介します。

星の見え方いろいろ

夜空の星の見え方は、その土地の緯度によって変わります。例えば、りゅうこつ座

のカノープスは、日本では東北地方南部より北の地域では見えませんが、沖縄に行く

と地平線から１０度くらいの高さまで昇ります。そんな違いを星座早見盤でも楽しめま

す。写真１はイタリアの星座早見盤で、ローマ付近の北緯４２度の空を表すように設

計されています。写真２はドイツの星座早見盤で、ドイツ中部地域の北緯５０度の設

定です。両方の写真とも冬の南空の星座を表示していますが、いずれもカノープスは

地平線の下に隠れて見えませんね。

反対に南の方に行くと全く変わります。写真３はオーストラリアの星座早見盤です。

写真１（左）：イタリアの星座早見盤 写真２（右）：ドイツの星座早見盤

天文の話題
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南緯３５度に設定されています。南半球の国で

すから北極星は見えず、早見盤のディスクの回

転中心は天の南極です。ここでは南十字星は

周極星で、一年中地平線の上に顔を出してい

ることがわかります。南極老人星カノープスも一

年のほとんどの期間見ることができますから、

「一度見たら三日長生きできる」という伝説は

通じませんね。

星の名前いろいろ

星座早見盤は、それぞれの国や地域の

人々が使う物ですから、星座や恒星の名は現

地の言葉で書かれています。写真２のドイツの

早見盤はドイツ語、写真４のフランスの早見盤

はフランス語表記です。また、写真５は台湾の早見盤で、主要な恒星名には伝統的

な中国星座体系の名称が使われています。例えば一等星のベテルギウスは「参宿

四」、シリウスは「天狼」、カノープスは「老人」と伝統名で記されています。このように

星座早見盤を読むとちょっとした語学や文化の勉強にもなり、興味深いですね。

星座のつなぎ方も

ほかにも、星座早見盤に添えられている使用方法や観察についての解説文などを

見ると、言語がわからなくても、図とか天文用語から何となく書いてある事を推測でき

るのも楽しみです。もちろん実用品としても使えますから、もし海外に行く機会があれ

ば星座早見盤をお土産にしてみるのはいかがでしょうか。

写真３：オーストラリアの星座早見盤。
南の地平線すぐ上に、下方通過中の
南十字星（ＣＲＵＸ）がある。

写真４（左）：フランスの星座早見盤 写真５（右）：台湾の星座早見盤

天文の話題
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さまざまな波長の光をとらえる望遠鏡

西野 藍子（天文担当学芸員）

はじめに

天体望遠鏡はおよそ４００年前に発明され、今日にいたるまで大型で精度のよい

望遠鏡へと進化を遂げてきました。こうした望遠鏡の大半は、私たちの目に見える

光、つまり可視光をとらえるものです。しかし宇宙からは私たちの目では見ることので

きない、あらゆる波長の光がやってきています。近年では、そうしたさまざまな波長の

光をとらえる望遠鏡が開発されており、こうした多波長の観測結果を組み合わせるこ

とで、より宇宙の遠くや細かいところを深く解明することができるようになりました。今年

は国際光年ということで、さまざまな波長で観測をする望遠鏡とその特徴をご紹介し

ましょう。

光とは － 電磁波 －

私たちが普段使っている光と

いう言葉は、私たちの目に見え

る光、つまり可視光線を指して

いることが多いです。しかし厳密

に言うと可視光線は電磁波の

一部であり、波長によってガンマ

線やＸ線、紫外線、赤外線、電

波などが挙げられます。

さまざまな波長の光、電磁波

が宇宙からやってきています

が、そのうち地上に届くのは可視

光線、紫外線や赤外線のごく限

られた波長域、電波の一部だけ

です。そのほかの波長域は大気

による吸収などで地上まで届か

ないからです。そのため現在で

は、大気の影響を受けない宇宙

へ打ち上げられた望遠鏡が活

躍しており、また、こうした多波

長の観測結果を用いて、宇宙

の解明が進められています。

図１：電磁波の種類と波長域

図２：波長域とさまざまな望遠鏡
※参考：国立天文台 特設サイト 「多波長で観る宇宙」
（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｎａｏ.ａｃ.ｊｐ／ｓｔｕｄｙ／ｍｕｌｔｉｗａｖｅ／）

国際光年
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可視光望遠鏡

世界各国で大型の望遠鏡が開発されて

います。日本のすばる望遠鏡や、ヨーロッパ

のＶＬＴ（口径８.２ｍ）、そして大気のゆらぎの

影響を受けない宇宙へ打ち上げられたＮＡＳ

Ａのハッブル宇宙望遠鏡（口径２.４ｍ）など

が活躍しています。

電波望遠鏡

生まれたばかりの「星のたまご」や、星が生

まれる前のガスやチリなどの星雲は温度が

低いため、可視光を出しません。さらに星雲

自体が可視光をさえぎるため、内部で輝き

始めた星のすがたを隠してしまいます。こうし

た星形成領域では、星のたまごや星雲が放

つ電波をとらえる電波望遠鏡が活躍します。

日本も参画しているＡＬＭＡ望遠鏡では、こう

した星の誕生のようすや、原始惑星系円盤

のすがたを解き明かそうとしています。

赤外線望遠鏡

星のたまごから成長した「星の赤ちゃん」

は少し明るく、赤外線やＸ線を出すようにな

るため、赤外線領域で観測すると原始星の

詳しいようすをとらえることができます。特に

波長の長い赤外線は大気に吸収されやす

いため、宇宙望遠鏡で観測されています。

Ｘ線望遠鏡

Ｘ線の波長域では、可視光線では見るこ

とのできないエネルギーの高い現象、たとえ

ば中性子星やブラックホール、超新星残骸

などを観測することができます。ただし、Ｘ線

領域は大気に吸収されるため、観測は宇宙

望遠鏡で行われています。

すばる望遠鏡

設置場所：

ハワイマウナケア山頂

（標高４,２００ｍ）

観測開始：１９９９年

主鏡口径：８.２ｍ

観測波長域：

可視光線、赤外線
○Ｃ ＮＡＯＪ○Ｃ ＮＡＯＪ

○Ｃ ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ○Ｃ ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ

ＡＬＭＡ（アルマ望遠鏡）
パラボラアンテナ６６台を組み合わせる干渉計方式

の巨大電波望遠鏡で、東アジア(日本が主導)、北

米、ヨーロッパ、チリの国際共同プロジェクト。

設置場所：南米チリ・アタカマ砂漠（標高５,０００ｍ）

観測開始：２０１１年

観測波長域：波長の短い電波（ミリ波・サブミリ波）

ハッブル宇宙
望遠鏡（ＨＳＴ）

設置場所：

衛星軌道

（高度６００ｋｍ）

打ち上げ：１９９０年４月２４日

口 径 ：２.４ｍ

観測波長域：紫外線、可視光線、赤外線

○Ｃ ＮＡＳＡ／ＥＳＡ

Ｘ線観測衛星
チャンドラ

設置場所：

衛星軌道

（高度１３９,０００ｋｍ）

打ち上げ：１９９９年７月２３日

口 径 ：１.２ｍ

観測波長域：Ｘ線

○Ｃ ＮＡＳＡ／ＣＸＣ／ＳＡＯ

国際光年
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ざ さが

秋の星座を探そう

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

秋は明るい星が少ないです。

そのため、ちょっとさびしい星空

ですが、有名な星座がたくさん

見えています。例えば、ペガス

ス座は羽が生えた空を飛ぶ馬

のこと、アンドロメダ座は古代エ
ひめ

チオピアのお姫様の星座です。
きさき

同じくエチオピア王のお妃様の

星座であるカシオペヤ座から

は、北極星を探すことができます。

これらの星座の間には、「ギリシア神話」といわれる古くから伝えられ

る物語がくり広げられています。どんなお話なのでしょうか。今回のプラ

ネタリウムでは、こうした神話に登場する星座を探してみましょう。

えごし わたる（天文担当学芸員)

このページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。
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■１１月のクラブ■

１１月２８日（土） ９：４５ ～ １１：４０ころ
◆集 合：プラネタリウム・ホール（地下１階）

９：３０～９：４５の間に来てください
◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」１１月号・筆記用具
◆内 容： ９：４５～１０：３５ プラネタリウム（全員）

１０：４０～１１：４０ 実験教室（会員番号７８～１５４）
１０月号
１５ページ

１０：４０～１１：４０ てんじ場たんけん（会員番号１～７７）
・途中からは、入れません。ちこくしないように来てください。
・展示場の見学は自由解散です。実験教室の内容は１０月号をごらんください。

秋の星座
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科学館の時計あれこれ

嘉数 次人（主任学芸員）

私たちの日常生活には、時計は欠かせない道具の一つです。時計には、家庭にあ

る置時計や掛時計、日頃携帯している腕時計や懐中時計、またスマホにある時計

機能など、様々なスタイルのものがあります。科学館の展示場には、そんな色々な時

計資料を展示しています。今回は、その中で珍しいものを中心にご紹介します。

まず３階「においの世界」コーナーには、機械を

使わない「香時計」があります（写真１）。お香に火

をつけて、どこまで燃えたかを見て時刻を知る珍

しい時計で、日本では奈良時代には既に使われ

ていたという古いタイプの時計です。

ゼンマイやおもりを動力とする機械式時計は、

１４世紀頃から２０世紀中頃まで主役として活躍し

ました。中でも高精度の極致ともいえる時計が、４

階「１８～１９世紀の科学」コーナーに展示中の航

海用クロノメーター（写真２）です。かつて、大洋を

航海する船が自船の位置を知るためには正確な時

刻が必要だったため、そのニーズに応え、船の揺れ

や気温変化があっても長期間正確な時を刻むよう

に作られた高精度の時計です。

２０世紀後半になると水晶振動子を用いたクォー

ツ時計が普及しますが、４階「時と暦」コーナーで

は、１９６８年に発売された世界初の家庭用クォーツ

式掛時計（写真３の左）や、１９６５年製のクォーツ

式置時計（写真

３の右）を展示し

ています。特に

後者は、製造し

たセイコー社の

社史にも記載さ

れていなかったという幻の一品です。

展示場には他にも日時計や天文用振り子時計

など、色々な時計を展示していますので、こんど

機会があればゆっくりと探してみませんか。

写真１：香時計

写真２：航海用クロノメーター

写真３：二つのクォーツ時計

展示場へ行こう
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さよならビニール袋

岳川 有紀子（化学担当学芸員）

個人的な解釈で恐縮ですが、最近、外国の方と私の拙い英語で話しをしたり、日

本語初心者の娘と会話したりしていると、「言葉は、とりあえず通じれば（コミュニケー

ションがとれれば）、最低限その役割を果たしてくれるツールなんだなあ」としみじみ

感じています。多少、言葉の使い間違いがあったとしても、お互いの想像力を働かせ

ることができれば、間違いだってクリアできることもありますしね。

今回の話題は、目くじらを立てて「間違いを正そうとしている」わけではありません

が、言葉にはそれなりの意味がありますし、物質の名前は、その分子構造を示すもの

で本質と深い関係がある大切なものです、という話題です。

この袋（写真の透明な袋）のことを、何て呼んでいますか？

１．ビニール袋

２．ポリ袋

３．ナイロン袋

４．その他

現在、プラスチック業界では、「ポリ袋」が推奨され

ています。でも、「ビニール袋」って呼んでる方、多いん

じゃないでしょうか。多いですよね。私のまわりも「ビ

ニール袋」が多数派です。では、なぜ「ビニール袋」を

好としないのでしょうか。

ポリ塩化ビニルからビニールに

日本では、薄くてやわらかいプラスチックの製品を、「ビニール」と呼ぶ習慣が古く

からありました。これは、割と初期から実用化されていたプラスチックが「ポリ塩化ビニ

ル」だったからで、ポリ塩化ビニル製の薄い、やわらかい製品が、暮らしの中にたくさん

ありました。いわゆるビニール風呂敷、ビニールクロス、ビニール人形・・・などなどです。

こうした背景があって、「薄くてやわらかいプラスチック」→「ポリ塩化ビニル」→略

して「ビニル」→言いやすいように「ビニール」、というように変化していきました。そし

てその言葉の習慣が受け継がれ、薄くてやわらかいプラスチックであれば、ポリ塩化

ビニルか否かに関わらず「ビニール」と言うようになった、という説が有力です。

「ポリ塩化ビニル」は、塩化ビニルのポリマーという意味です（「ポリ」は「たくさん」と

化学のこばなし
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いう意味）。つまり、塩化ビニルがたくさんつながったもの

がポリ塩化ビニル。そして、塩化ビニルは、ビニル基に塩

素（Ｃｌ）が結合した、右の構造をした物質です。

つまり「ビニル」というのは、もともとは、化学でいうところ

のビニル基（‐ＣＨ‐ＣＨ２）に由来しているのです（ＩＵＰＡＣ

命名法における慣用名）。

ポリエチレンとナイロン

現在はプラスチックの種類も増え、袋として使うプラスチック

には、ポリエチレンが使われることが多くなりました。ポリエチレン

は、エチレンのポリマーという意味で、エチレンの構造は、右図

のとおりです。

ちなみに、ビニル基に水素（Ｈ）を結合させてエチレン分子を

作ることができますが、命名法のルールで、水素化ビニルと呼

ぶことはありません。ですからポリエチレンはビニル（ビニール）

ではありません。

一方ナイロンは、ポリ塩化ビニルともポリエチレンともまったく

違う物質です。ナイロンは初めての合成繊維（１９３５年誕生）と

して有名です。ナイロンで編んだ薄い生地のバッグなどが身近

にあるため、薄くて天然の素材ではないシート状のものを「ナイ

ロン」と呼んでしまう習慣が定着したのではと考えられます。

さよならビニール袋…

プラスチックは現在１００種類以上、身

近によく使われている製品に限っても１０

種類以上あります。袋だって、すべてがポ

リエチレンとも限りません。袋を呼ぶとき

に、いちいち「ポリ塩化ビニルか？」「ポリエチレンか？」・・・なんて、成分を見分けて

呼ぶのは現実的ではありませんよね（明記してあれば分かりやすいですが）。

ということで、プラスチックはどんな種類でもポリマーであるという化学の理由を利

用して、「ポリ袋」という言い方がお勧めなのです。

ちなみに英語では「ｐｌａｓｔｉｃ ｂａｇ」です。直訳して「プラスチック袋」と言っても、「袋

なのに硬い？？」と、日本ではちょっと違和感を感じそうですね。

「ビニール袋」と呼んでる人に、「いやいや違うよ、それはね・・・」という説明をする

つもりはないのですが、でも、どっちでもいいなら、正しい方を知っておきたい＆使える

ようにしておきたいですね。

塩化ビニルの分子構造

ビニル基の構造

エチレンの構造

ナイロン(６，６-ナイロン)の構造

化学のこばなし
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学芸員の研究発表など

「阪大理学部の創設と湯川秀樹」

齋藤吉彦（館長・学芸員） 近畿化学工業界 ２０１５年７月号

湯川秀樹は日本で最初にノーベル賞を受賞した物理学者で、京大出身は有名で

ある。しかし、ノーベル賞の対象となった湯川の中間子論は阪大での成果である。阪

大は１９３１年に民の力で開学し、新進気鋭の研究者が集まり、因習にとらわれない

自由闊達な雰囲気の下で世界に誇る数々の成果を生み出した。湯川の中間子論

はそれを象徴するものである。ただし、湯川の研究人生は順風満帆ではなかった。

本稿は、阪大創設から湯川が世に認められるまでの悲喜交々を追ったものである。

＊閲覧可能＠著者のWEBサイト

ポスター発表「大阪市立科学館の科学教育・普及活動における学芸員の取り組みについて」

第２９回天文教育普及研究会年会 西野藍子（天文担当学芸員）

８月１９日（水）から２１日（金）の三日間、北海道大学にて開催された第２９回天

文教育普及研究会年会において、ポスター発表及びパネルディスカッションのパネ

ラーとして登壇。ポスター発表では、当館学芸員が来館者や市民の方々に調査研

究の成果を届けるため、さまざまなメディアを活用して学芸員自らが顔を出し名前を

公表して科学情報の発信・提供を行っていることを紹介。また、パネルディスカッショ

ンでは、「大きな転回点を迎える社会教育施設」をテーマとしたディスカッションに参

加し、当館の特徴や使命などを紹介するとともに現状の問題点について議論した。

学会発表「大阪市立科学館の天文展示の２５年」

渡部義弥（企画広報担当課長・学芸員） 日本天文学会秋季年会 (２０１５年９月）

大阪市立科学館の開館から現在までの、展示の変遷と、その効果について紹介

した。開館当初は、展示製作業者が展示製作を主導し、当時４名しかいなかった学

芸員の関わりがうすく、業者は展示資料や装置よりも、見栄えのよさなどに力とコスト

をかけた。その結果、市民からの展示の評価はかんばしくなかった。２５年の間で、学

芸員が学び、展示製作業者と役割分担を模索し、抽象的なものを無理に展示する

のではなく、具体的なモノに即して展示を構成するという王道にたって展示のリニュー

アルをくりかえしてきた。その結果、市民からの評価はあがり、来館者も多くなっている。

ＳＴＵＤＹ

大阪市立科学館は、「科学を楽しむ文
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学芸員の活動

斎藤 吉彦（館長・物理担当学芸員）

科学者はなぜ寝食を忘れて研究に没頭するのでしょう？忍

耐力や意志が強いのではなく、自分の脳で考え、それを自然

に問うているのです。誰よりも早くその結果を知りたいのでしょ

う。多くの人々が科学者と同じような体験を科学館でする、自

分の脳で、これが私の目標です。偉人や天才が言ったからで

はなく、自分の脳が大事と考えています。

Ｑ．最近の研究テーマは？

Ａ．科学館には２００を超える展示があり、

それぞれが科学を楽しめるもの。その魅力

を伝える動画を作って、最近のスマホ文化

の中へ侵入することを企てています。スマホ

で楽しんで、科学館で本物を楽しんで、ス

マホでもう一度。そして、その感動を友人・知

人にスマホで拡散。試行錯誤の毎日です。

Ｑ．どうして学芸員になったんですか？

Ａ．某機械メーカーに勤めていたとき、科学

館の学芸員の公募を知りました。その時次

のような葛藤がありました。企業は儲けるこ

とが大原則、学芸員の場合はそれとは違って、

憲法がいう「文化的な最低限の生活」を実

現すること。このような自分流の解釈で応募

したのです。そして、今日に至っています。

Ｑ．学芸員として大切にしたいことは？

Ａ．多くの人々は「科学は難しくてわからな

い」と思っているのではないでしょうか？科

学館で「やっぱり自分には無理。」という体

験はだめ。科学館へ来たら、まずは科学を

楽しむ。そして、楽しいので夢中になり、難し

くても知らぬ間に前向きの思考で科学と格

闘している。こんな空間の実現！

Ｑ．理科（科学）が好きになった理由は？

Ａ．高校時代に習った物理の先生が大学院

で素粒子論を研究している学生でした。彼

は自分の発見をしばしば自慢するのです。

そんな彼に憧れ、ぼくも発見したいと思い続け

て今日に至っています。たまにある小さな発

見や成功の感動で、次の感動を求めている

ようです。これが「好き」ということでしょうか？

Ｑ．学芸員として自慢できること、あります？

Ａ．展示改装という大事業に３回も携わるこ

とができました。たくさんの経験を積み、そ

れなりのノウハウを持った学芸員に成長した

はず（？）。３０年にも満たない期間で３回も

の展示改装というのは国内ではおそらく大

阪だけ。すなわち、その立場にいただけな

のですが、経験だけは国内で一番でしょう。

Ｑ．これから、どんな仕事をしたい？

Ａ．上の自慢で書いたように、科学館の展

示場を作る潜在力は、ぼくが日本一という

空想をしています。この空想を確かめたい

ですね。すなわち、ぼくに好きなように科学

館の展示場を一から作らせて欲しいので

す。世界一の科学館が実現するかも。声が

かかるのを待っているところです。

ＭＹ ＭＩＳＳＩＯＮ

化の振興」を使命として活動しています。
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科学館アルバム

今回は９月のできごとをレポートします。９月が始まると同時に秋の遠足シーズンが

スタート。平日は小学生を中心に、たくさんの子供たちが科学館でいきいきと過ごしてい

ます。６年振りに５連休となったシルバーウィークは、晴天の中、家族連れで賑わいました。

９月１日（火）

プラネタリウム・サイエンスショーのテーマが新しくなりました

９月５日（土）

館長の「いきなり展示ガイド」

プラネタリウムとサイエンスショーのテーマが変

わりました。写真はサイエンスショー「フシギな

偏光板」。テーマが変わる度にご来館いただく

と、いろいろな科学館をお楽しみいただけます。

先月から始まった館長の「いきなり展示ガイド」。今

回は「大阪とノーベル賞」コーナーで、湯川秀樹の日

本初のノーベル賞について紹介しました。湯川博士

の論文は科学館が建っている場所で生まれました。

９月１０日（木）

中之島科学研究所コロキウム

９月１０日（木）～１７日（木）

大学生の博物館実習

松田卓也研究員が「あと３０年で特異点がや

ってくる」と題し、人工知能の種類を紹介する

ほか、２０４５年の特異点以後の世界はどう

なるのか考察しました。

博物館の学芸員の資格を取得するために必

要な博物館実習。大学生が、学芸員の指導

のもと、展示の解説や教材作成などの実習

に取り組みました。

こんなことがありました
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９月２０日（日）

キッズプラザ大阪でサイエンスショー

９月１９日（土）～２３日（水）

シルバーウィークは賑わいました

岳川学芸員がキッズプラザ大阪で実験ショー「水

の科学 びっくり大実験！」を披露。どの回も１時間

ほど前からお客様が並ばれ、約３０分前には満席

に。たくさんのご家族に楽しんでいただきました。

５連休となった９月のシルバーウィーク。科学

館も休まず開館しました。５日間でおよそ２万

人のお客様に来館していただき、とても賑や

かな日々となりました。

９月２６日（土）

ジュニア科学クラブ

９月２６日（土）

天体観望会「秋の月を見よう」

前半は石坂学芸員といっしょに、ゴッホの

「ローヌ川の星月夜」に描かれた星について推

理しました。後半はサイエンスガイドの指導の

もと、クロマトグラフィーの実験を楽しみました。

中秋の名月の前日。雲の切れ間から月を観

察することができました。「今だ！」という声

に、「めっちゃきれいに見えた！」「リアル！」

など大興奮の参加者のみなさんでした。

日々のできごとをツイートしています

館長がつぶやいてます

館長の散歩@科学館

@yoshi_saito

学芸員がつぶやいてます

学芸員＠大阪市立科学館

@gakugei_osm

広報担当がつぶやいてます

大阪市立科学館広報

@osaka_kagakukan

こんなことがありました
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科学館行事予定

プラネタリウムホール開演時刻

土日祝日
１２／２２～１／７

１０：１０ １１：１０ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００
ギリシア

※

ファミリー ＨＡＹＡＢＵＳＡ２
ブラック ギリシア ブラック ギリシア

ロゼッタ オーロラ ロゼッタ オーロラ ロゼッタ

１２／２２～１／７
の平日

１０：００ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００
ロゼッタ オーロラ ロゼッタ オーロラ ロゼッタ オーロラ ロゼッタ

平 日
９：５０ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

学習投影
ギリシア ギリシア ブラック ギリシア ブラック ギリシア

ロゼッタ ロゼッタ オーロラ ロゼッタ オーロラ ロゼッタ

所要時間：各約４５分、途中入場不可、各回先着３００席

● ギリシア：「ギリシア神話の星たち」 ● ブラック：「ブラックホール」
● ロゼッタ：「ロゼッタ、彗星を探査せよ」
● ＨＡＹＡＢＵＳＡ２：全天周映像「ＨＡＹＡＢＵＳＡ２ ‐ＲＥＴＵＲＮ ＴＯ ＴＨＥ ＵＮＩＶＥＲＳＥ‐」（約４０分間）
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその家族を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
● 学習投影：事前予約の学校団体専用
★１１月の日曜日と１１／２３は１７：００から「ブラックホール」を追加投影します。
★１２月の日曜日と１２／２３は１７：００から「オーロラ」を追加投影します。
※１１／２８はジュニア科学クラブのため、通常の投影はございません。

月 日 曜 行 事

１１

開催中

プラネタリウム「ギリシア神話の星たち」（～１１／２９）

プラネタリウム「ブラックホール」（～１１／２９）

サイエンスショー「フシギな偏光板」（～１１／２９）

プラネタリウム ファミリータイム（土日祝日）

全天周映像「ＨＡＹＡＢＵＳＡ２」（～Ｈ２８／３／２７の土日祝日）

国際光年協賛 企画展「光とあかり」（～１２／２７）

１４ 土
関西文化の日【展示場のみ入場無料】（・１５日）

自然科学の基礎を訪ねる（・１５日）

１５ 日 楽しいお天気講座「気圧のふしぎな実験」（申込終了）

２３ 月 大人の化学クラブ２０１５①（申込終了）

３０ 月 設備点検のため休館します～１２／３（木）

１２

４ 金

プラネタリウム「ロゼッタ、彗星を探査せよ」（～２／２８）

プラネタリウム「オーロラ」（～２／２８）

サイエンスショー「あかりのひみつ」（～２／２８）

６ 日 サイエンスガイドの日

１０ 木 中之島科学研究所コロキウム

１９ 土 天体観望会「冬の月を見よう」（１２／９必着）

２３ 水 大人の化学クラブ２０１５②（申込終了）

２５ 金 クリスマス・スペシャルナイト「オーロラのひかりに包まれて」（・２６日）

２８ 月 年末年始休館、新年は１／５（火）９：３０より開館します

１２月下旬までの

インフォメーション
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科学館の研修を修了した科学デモンストレーターが、ボランティアで実験ショー

を行なっています。テーマと日時はホームページでご確認ください。

サイエンスショー開演時刻

１０：００ １１：００ １３：００ １４：００ １５：００

土日祝日 － ○ ○ ○ ○

平 日 予約団体専用 予約団体専用 予約団体専用 ○ －

所要時間：約３０分、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー

国際光年協賛 企画展「光とあかり」

今年は、アインシュタインをはじめとした７人の科学者の功績をたたえて国連が国際光年と定
めました。科学館では、これを記念して企画展「光とあかり」を開催しています。光の性質を楽
しく学べる参加体験型展示、たいまつから青色ＬＥＤ、有機ＥＬにいたるあかりの歴史をたどる
コーナー、レンズや分光、光通信などさまざまな光に関する展示があります。
■日時：開催中～１２月２７日（日） ９：３０～１７：００（入場は１６：３０まで）
■場所：展示場４階 ■観覧料：展示場観覧券が必要です

申し込みの往復ハガキは、１イベントにつき１通のみ有効です。

自然科学の基礎を訪ねる

中・高・大学生が中心の科学館大好きクラブのメンバーが、科学館の展示物をガイドします。
■日時：１１月１４日（土）、１５日（日） １１：００～１６：３０ ■場所：展示場
■対象：どなたでも ■申込方法：当日会場へお越しください ■定員：なし
■参加費：当日は関西文化の日のため大人・学生（高校・大学）も展示場のみ無料で入場

できます

インフォメーション
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サイエンスガイドの日

大阪市立科学館で活動するボランティア６０名が総力をあげて、科学館をご案内します。
《内容》①展示場・展示品のガイド ②プチサイエンスショー（科学実験演示） ③展示場ガイド
ツアー ※くわしくは科学館ホームページ、またはチラシをご覧ください。
■日時：１２月６日（日）１０：００～１６：００ ■場所：展示場 ■対象：どなたでも
■申込：不要（当日会場へお越しください） ■参加費：展示場観覧券が必要です

中之島科学研究所 第６７回コロキウム

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。
■日時：１２月１０日（木）１５：００～１６：４５ ■場所：研修室 ■申込：不要 ■参加費：無料
■テーマ：「光とあかり」の話 その２ ■講演者：小野昌弘研究員、長谷川能三研究員
■概要：「国際光年」にちなみ、１０月１０日から開催中の企画展「光とあかり」の内容を紹介

します。今回は、光の性質や原理や、それを知るための実験、また光の性質を応用した工
業製品などについて、展示資料を実際にご覧いただきながら解説を行います。

「科学実験大会２０１６」出場者募集

展示場３階サイエンスショーコーナーで開催する「科学実験大会２０１６」で、科学実験ショー
を披露していただける方を募集します。実験ショーが得意！という方、おもしろい実験がある
ので紹介したい！という方、などなど、ふるってご応募ください。
＜出場者の応募概要＞
■応募締切：１２月１１日（金）必着 ■対象：どなたでも。プロ、アマチュア、経験は問いません
（ただし、未成年の方が出場する場合は、必ず成人の方を代表者としてご応募ください）

■出場料：無料（実験道具・消耗品・交通費等は出場者負担）
■応募方法：科学館ホームページで公開する出場申込書を使用して、電子メールでご応募ください。

締切日の後、書類審査を行い決定します。平成２７年１２月下旬に応募者の方へ結果を通知します。
＜科学実験大会２０１６開催日＞■日時：平成２８年２月１１日（木・祝）１０：３０～１６：４５（予定）

インフォメーション
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公益財団法人大阪科学振興協会 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｋａｇａｋｕ‐ｓｈｉｎｋｏ.ｏｒｇ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６（９：００～１７：３０）

大阪市立科学館 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：月曜日（休日の場合は翌平日）、臨時休館（１２／１～１２／３）、年末年始（１２／２８～１／４）

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から、展示場入場は１６：３０まで）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

クリスマス・スペシャルナイト「オーロラのひかりに包まれて」１０／２７（火）よりチケット販売開始

オーロラのひかりには、地球や太陽にまつわる宇宙のふしぎがたくさんつまっています。オーロ
ラ写真家の中垣哲也氏が撮影した美しいオーロラ映像と極地での体験などを聞きながら、全
天にひろがる美しいオーロラのひかりに包まれてみませんか。ここ数年の活発な太陽活動に
よる見応えのあるオーロラ映像も必見です！（国際光年協賛）
■日時：１２月２５日（金），２６（土） 各日１９：００～２０：３０（開場１８：３０） ■定員：各日３００名
■場所：プラネタリウムホール ■対象：どなたでも（主に大人の方向けです） ■参加費：１５００円
■申込方法：①科学館のホームページから申し込み ②科学館のチケットカウンターにて前
売りチケットを購入（①②ともに定員に達し次第、締め切ります）

天体観望会「冬の月を見よう」

月のクレーターを見たことはありますか？科学館の大型望遠鏡を使って、実際にその姿を観
察してみましょう。※天候不良時は、月や星座に関するお話を行います。
■日時：１２月１９日（土）１８：００～１９：３０ ■場所：屋上他 ■対象：小学１年生以上
■定員：５０名（応募多数の場合は抽選） ■参加費：無料 ■申込締切：１２月９日（水）必着
■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号・一緒に参加希望の方の
氏名と年齢（学年）も記入して大阪市立科学館「天体観望会１２月１９日」係へ

※小学生の方は、必ず保護者の方と一緒にお申し込みください
★友の会会員、ジュニア科学クラブ会員は、友の会事務局への電話で申し込みできます

インフォメーション
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友の会 行事予定

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

友の会 特別講演会開催のお知らせ

今年も大阪市立科学館友の会主催の特別講演会を開催します。
■日時：１１月２３日（月・祝）１４：００～１６：００ ■会場：科学館研修室
■講演タイトル：光学迷彩 ～透明マントは実現可能か？～
■講師：瀧 雅人 先生 （理化学研究所 研究員）
■講演内容：ＳＦやファンタジーの世界ではおなじみの「透明になる」技術です。ハリーポッ
ターの「透明マント」のように、そこにいるのに見えないという「光学迷彩」の技術について、
その研究の歴史からメタマテリアルまで、お話しいただきます。国際光年である今年、「光」
にまつわる最先端の話題を楽しんでみませんか。

■申込み方法：友の会事務局までお電話、または電子メールｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐにて
■対象：友の会の会員とそのご家族 ■参加費：無料 ■募集人数：７０名（先着順）

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

１１

１４ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

１５ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２１ 土
１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室

２２ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

２３ 月 １４：００～１６：００ 特別講演会 下記事参照

２８ 土 ８：４０集合 ハイキング 近鉄大阪難波駅集合

１２

１２ 土

１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

１９：０５集合 星楽 Ｐ２７参照

１３ 日
１４：００～１５：３０ 化学 工作室

１６：００～１７：００ 光のふしぎ 工作室

１９ 土
１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室

２０ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２７ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

開催日・時間は変更されることがあります。最新情報は友の会ホームページでご確認くださ
い。１１／２８のハイキングサークルの参加申し込みは終了しています。

友の会
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友の会の合宿を、１０月１０日（土）～１２日（月）
の日程で、和歌山県串本町の潮岬で行いました。１
晩目は残念なお天気でしたが、２晩目は２２時過ぎ
頃から朝まできれいに晴れて、美しい星空を楽しむ
ことができました。参加者は２６名でした。毎年恒例
になったピザづくりやＢＢＱも、雨に降られることもな
く、楽しく開催できました。右の写真は、３日目、串本
町の橋杭岩にて。

友の会ナイトは、１０月１７日（土）に開催しま
した。会務報告の後、プラネタリウムで秋の星
座案内（マイナー星座を含む）、合宿の報告と
魚眼レンズの映像の紹介があり、休憩をはさん
で、月食の全天映像と、１２月から投影する彗
星のプラネタリウムの開発中映像の投影があり
ました。参加者は１０９名でした。

１１月の例会のご案内

■日時：１１月２１日（土）１４：００～１６：００ ■会場：研修室
■今月のお話：「灯りと光」大倉学芸員
現在、企画展「光とあかり」が開催されています。その中から照明にスポットを当ててお話

しいたします。灯りのエポックは１３０年前の電球の発明でした。
我々は１３０年前とほぼ同じ原理の灯りを使い続けていたことになりますが、わずかな変化

もありました。電球を１本１本見ていくと面白いことが分かります。

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

サークル星楽

今回のサークル星楽は、五條市にて、ふたご座流星群の観望会を開催いたします。
■日時：１２月１２日（土）～１３日（日） ■集合：１２日１９：０５ＪＲ五条駅
■申込：サークル星楽のホームページｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｇｅｏｃｉｔｉｅｓ.ｊｐ／ｃｉｒｃｌｅ_ｓｅｉｒａ／（推奨）

または、世話人さんへ電子メール（ｃｉｒｃｌｅ_ｓｅｉｒａ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ）にて。
■申込締切：１２月２日（水）
■備考：宿泊施設はありませんが、テント内で仮眠できます。

詳しくは、サークル星楽ホームページをご覧ください。

友の会合宿・友の会ナイト報告

友の会
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光と光技術は、照明はもちろん、情報通信、計測・測定、エネルギー、医療、製造、天文学などありとあらゆる
分野に活用され、我々の生活になくてはならないものになっています。今年は国際光年にあたり、科学館ではこ
れを記念して光に関する企画展を１０月１０日から１２月２７日まで開催しています。
現在我々は、インターネットを通じて世界中の人々とつながっています。大容量高速通信には、光ファイバー

がなくてはなりませんが、今から５０年前にカオが書いた画期的な論文が光ファイバー普及の契機となりました。
その他、今からちょうど１００年前にアイシュタインが一般相対性理論を提唱しましたし、１０００年前にはイス

ラームの学者イブン・アル＝ハイサムがその時代までの光に関する知識を集大成した「光学」を著しています。こ
のように５０年、１００年、２００年、…、１０００年と節目節目が重なったため、国連は今年を光と光の技術に関す
る国際年(IYL２０１５)とすると宣言したのでした。

この企画展では、たいまつから最近の青色発光ダイオード、有機ELまであかりの歴史を辿るコーナーがありま
す。実際に光を出せないのが残念ですが、日本には数個しかないという貴重な資料をいくつも展示します。
光は、太陽や炎、白熱電球など熱くなった物体から放射されますが、熱を伴わないルミネセンスという光もあり

ます。ルミネセンスの代表的な光は蛍光灯や発光ダイオードの光ですが、天然の蛍光鉱石と人工的に作られ生
産されている蛍光体粉末を展示します。
光はプリズムや回折格子を使うと虹に分解できます。そのような装置は分光器と呼ばれますが、今から１００年

近く前に作られたアダム・ヒルガー分光器、自動計測を可能にした４０年前のニコンの分光器、そして最新の小
型分光器を展示します。科学技術の進歩を感じることでしょう。そして最新の小型分光器は動態展示ですので、
光ファイバー部に光をかざすことで、様々なスペクトルを見ることができます。

大倉 宏（物理担当学芸員）

写真：イギリス製（１８９０～１９００年）の卓上ランプ （協力：関西電力株式会社）
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